


NPO法人Green Connection TOKYOは、東京における“みどり”のチカラを引き出し、公民のパートナーシップにより、
みどり豊かで美しい国際都市“ 東京 ”を実現することを目的としています。東京は世界最大級のメトロポリスであり、2019
年度の GPCI　はロンドン、ニューヨークに次いで３位に位置しています。その一方で、気候変動の影響による都市災害や
超高齢化社会への対応など、さまざまな社会課題に直面していることも事実です。さらに 2020 年初頭に新型コロナウイル
ス感染症が発生して以来、私たちの生活様式は大きく変わりました。現在も依然として深刻な状況ではありますが、コロナ
禍により、人々がいま一度足元の環境を見直すきっかけとなっているように思います。
国土交通省は有識者からのヒアリング　を実施し、2020 年 8 月に「新型コロナ危機を契機としたまちづくりの方向性」に
ついての論点整理を公開しました。そこでは、グリーンインフラとしての緑とオープンスペースの重要性が述べられ、これら
を効果的に利活用する手段として、多様な主体が参画できるプラットフォームやコミュニティ再構築を担う中間支援組織の必
要性について言及しています。ニューノーマル時代において、ボーダーレスに多様な主体をつなぎ、さまざまなニーズに柔
軟に対応していける組織が求められているのです。当団体はそのような期待に応え、安心して人々が暮らせるみどり豊かな
都市づくりのために、邁進してまいります。これからも、みなさまのお力添えのほど、どうぞよろしくお願いいたします。

代表理事　佐藤留美

2019 年 12 月に行われた「緑農住まちづくり国際ワークショップ」は、当団体のプラットフォーム機能が十分に活かされた
イベントとなりました。東京大学緑農住プロジェクト研究チームとの共催、農業協同組合等の後援や協力により、世界各国の
緑農住まちづくりに関わる研究者、自治体、企業、NPO、農家などが一堂に集い、それぞれの立場からの意見やアイデア
を交換することができました。2020 年はコロナ禍により対面でのイベントなどが難しい状況となりましたが、オンライン開
催のシンポジウム登壇やグリーンインフラについての寄稿など、関係団体とのコネクションを深める活動に専念しました。そ
の結果、省庁や自治体の主宰する委員会等への就任依頼をいただく機会が増え、みどりの中間支援組織としての立場から意
見を述べることができました。次年度も、政策提言の場において積極的に発言するとともに、理事・アドバイザーによるオン
ラインセミナーなど、会員のみなさまとともにニューノーマル時代におけるまちづくりの指針となる事業を進めてまいります。

ご挨拶
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2019 年度を振り返って
（2019年 9月１日～ 2020 年 8月 31日）

＊1  GPCI：世界の都市総合力ランキング
＊2  当団体の代表理事（佐藤留美）、理事（横張真）、アドバイザー（原口真）が、有識者としてヒアリングを実施

Green Connection TOKYOは３つの事業を軸に活動しています

＊1

＊2

理事紹介

佐藤 留美
（NPO法人 NPO birth 事務局長）

横張 真
（東京大学都市工学専攻教授）

池邊 このみ
（千葉大学大学院教授）
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東京農工大学農学部森林利用システム学科
卒。1997 年に NPO birth を設立、事務
局長に就任。東京の緑を守る将来会議代表
を経て、2018 年に Green Connection 
TOKYO代表理事に就任。東京にある“み
どり ”の力を引き出し、まちづくりに活か
す様々なプロジェクトを生み出している。
著書に「みどりの市民参加 - 森と社会の未
来をひらく -」（共著、日本林業調査会、
2010）、「パークマネジメント - 地域で活
かされる公園づくり-」（共著、学芸出版社、
2011）。（一社）公園管理運営士会理事、
（公財）日本花の会理事、ランドスケープ
経営研究会幹事。

1986 年農林水産省入省、筑波学社会工
学系助教授、学院教授、東京大学大学院
新領域創成科学研究科教授を経て、
2013 年より東京大学大学院工学系研究
科教授。緑地計画学が専門。都市の縮小・
撤退や経済の停滞に伴い都市近郊の形態
と機能が大きく様変わりしつつある中で、
今後、農地や里山、公園等の緑地空間の
保全整備をどのように図っていくべきか
を、様々な事例を通じて考察している。
http://yokoharilab.t.u-tokyo.ac.jp/

東京都出身。千葉大学園芸学部造園学科
卒、同大学大学院修士課程修了、同博士
課程満期修了。「計画白地地域を対象とし
た土地利用計画の策定手法に関する研究」
で同大学より学位授与。住信基礎研究所、
ニッセイ基礎研究所で国土計画・土地政
策等の研究に従事。（独）都市再生機構
都市デザインチームリーダー（2007～
10、招聘を受け兼務、景観ガイドライン
策定、団地再生業務に携わる）。専門は、
環境造園デザイン学。日本学術会議連携
会員（環境学）、日本造園学会常任理事、
農村計画学会評議員。

組織概要

〒188-0011 東京都西東京市田無町 3-10-9

国分寺支所 ：東京都国分寺市本町 4-3-17 花澤台レジデンス 101

所在地

中倉美奈子事務局長

2018 年 12 月 10 日設立

正会員 7名 3 団体 1 企業

賛助会員 6名 1 企業

会員数

代表理事

法人名

理事

佐藤 留美

横張 真 / 池邊 このみ

組織構成 理事・監事 ４名 / 職員 3 名

NPO法人 Green Connection TOKYO

代表理事 理  事 理  事
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みどりのブランディング事業
Green Branding Project

■団体初の国際ワークショップ「緑農住まちづくり国際ワークショップ」を開催しました。世界各国の緑農住ま

ちづくりに関わる研究者、自治体、企業などのキーパーソンが集まり、国内外における緑農住まちづくりの最新

動向に関する意見交換を行いました。スタッフ含め 111 名の参加者が集まり、当団体が行うみどりのブランディ

ング事業の新たな一歩を踏み出すことができました。

■公益財団法人都市計画協会の機関誌である『新都市 令和 2 年 5 月号』に代表理事の佐藤が「グリーンインフ

ラが都市のレジリエンスを強化する～アフターコロナに向けての提言～」をテーマとした巻頭言を寄稿しました。

記事の反響は大きく、様々な団体から問い合わせ等をいただき、都市のみどりが有する機能と価値について広く

PRすることができました。その他、多数の寄稿や登壇の機会をいただきました。

■コロナ禍において、みどりの価値を PR するための SNS キャンペーン「# みどりのバトン」を実施しました。

「# みどりのバトン」に関する投稿へのいいね総数は 2500 を超え、外出自粛中においても広く一般市民にみどり

の価値を再確認していただく機会を提供できました。

ワークショップの開催

世界各国の緑農住まちづくりに関わる研究者、自治体、大学研究者、
民間研究者、民間企業、NPO、農家など、緑農住まちづくりに取り
組むキーパーソンが集まり、持続可能な緑農住まちづくりの在り方を
構想する国際ワークショップを開催しました。ニューヨーク、トロント、
ロンドンからの専門家を招き、多くの都市農業関係者が参加するイベ
ントとなりました。2月2日 ( 月 )はシティラボ東京にて、「食」「ライ

フスタイル」「空間デザイン」の３つのテーマについてのトークセッションとポスターセッショ
ンを実施しました。スタッフ含め 111 名の参加者で盛り上がり、それぞれのトピックにつ
いて今後の方向性や、海外から見た東京の状況の強みなどが明確となりました。3日 ( 火 )
午前は 60 名の参加者とともにエクスカーション ( こくベジ見学ツアー ) を実施しました。「こくベジプロジェクト」に関わる国分寺市内
の農地の現地視察を行いました。午後には77名の参加者が集まり、日立製作所中央研究所”協創の森”にて施設内の見学とワークショッ
プを行いました。日立の取り組みやこくベジについての取り組みが紹介されたあと、緑農住まちづくりに関するトピックをワールドカフェ
形式でディスカッションを行いました。都市における農にかかわる様々な活動や、農地によって形成されるボーダーレスな農住混在ラン
ドスケープの可能性、持続可能な緑農住まちづくりの在り方を議論することができました。日本の都市農業の特性を、広くアピールす
ることができた2日間となりました。

ワークショップの開催

『緑農住まちづくり国際ワークショップ』
2019 年 12 月 2日 ( 月 ) ／シティラボ東京

12月 3日（火）／ (株 ) 日立製作所中央研究所”協創の森”　

【主催】東京大学緑農住プロジェクト研究チーム、NPO 法人Green Connection TOKYO  

【後援】国分寺市、東京都農業協同組合中央会、東京むさし農業協同組合  

【協力】緑農住まちづくり研究会、こくベジプロジェクト検討会議、NPO法人NPO birth

海外ゲス
ト

も多数参
加

【国分寺エクスカーション】「こくベジ見学ツアー」として、武
蔵野らしい木立が残る国分寺市内の農地視察が行われました。約

60 名の参加者とともに、市民農園や農家など、「こくベジプロジェクト」に関わる施設等
を視察しました。農地の庭先直売場は海外ゲストの高い関心を集めました。国内の参加
者からも、「住宅地の中に美しい生産緑地と販売所が一体として存在し溶け込んでいるこ
とに驚きました」といった声をいただき、東京の都市農業の実態を、実感を持って体験し
ていただくことができました。

【ワールドカフェ等】午後は、市内で日立中央研究所“協創の森”にて、午前に行っ
たエクスカーションの報告、日立製作所と「こくベジ」取り組みの紹介が行われた後、ワー
ルドカフェを実施しました。全体を5チーム（8～10人/チーム）に分け、テーブルごとに「レ
ジリエンス」「ウェルネス」「コミュニティ」「半農半X」「土地利用・都市デザイン」をテー
マとして設定しました。参加者は好きなテーブルに参加し、それぞれのテーマについて
30 分間×2 回の議論が行われました。アイデアや意見が活発に交わされ、参加者からは
「あらためて、都市農業・農地の将来の可能性を感じることができた。」という意見をい
ただきました。

【トークセッション】シティラボ東京にて、スタッフ含め 111 名の参加者で国内外における緑農住まちづくり
の最新動向に関する意見交換を行い、3つのトピック「食」「ライフスタイル」「空間デザイン」を中心に、セッショ

ンを行いました。国内外研究者らによるディスカッションにより構成され、逐次通訳付きで進行しました。

【ポスターセッション】ポスターセッションでは、学生の研究内容や緑農住まちづくりに関連した演習等について、16 種類のポス
ター掲示と発表（日英併記）を行いました。それぞれのトピック
について、今後の方向性や、海外から見た東京の緑地の強みな
どが明確になったセッションとなりました。海外ゲストからは、
「ニューヨークでは緑地のほとんどが公有地であるのに対し、日
本では大半が私有地であるという違いを認識するべき。都市農
業が非常に多くの可能性を持っていることは印象深く、それを再
確認できる場となった」という意見をいただきました。東京の都
市の中に「農」がある意味を、国際的な視点からも確認するこ
とができました。

●1日目

●2日目
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第 3 期の活動予定

●コミュニティ農園部会の活動

みどりに関わるさまざまな取組みを、主体や分野の違いを超えて、互いに知り合い、学び合い、協力しあってより高めあうた

めの「場」づくりを支援します。

●Web サイト・SNS・メールマガジンによる情報発信

前期に引き続き、産官学民の幅広い情報を集め、一般の方にも分かりやすいフォーマットにまとめ、グリーンコネクションマップの拡充
も行います。SNSやメールマガジンも活用し、それぞれの特性に合わせて情報発信していきます。

日本においてまだなじみの薄い「コミュニティ農園」の概念と実例を定着させ、コミュニティ農園の運営を担える人材を育成するために、
コミュニティ農園の視察や勉強会を開催します。また、部会の人的資源活用、ノウハウ情報共有などにより既存のコミュニティ農園の持
続性を高めるとともに、新規のコミュニティ農園の設立運営サポートや情報発信を行います。

その他、協議、視察、委員等

委員

ヒアリング・参加

◇東村山市都市計画マスタープラン改定に関する有識者としてヒアリング対応

◇「グリーンインフラ研究会」に協力し、国分寺崖線の現地視察とディスカッションを企画

◇「全国まちづくり会議 2019 in 東京」に協力し、２つの分科会を担当 (9/7 ～ 9/8)

◇国土交通省「新型コロナ危機を踏まえた今後のまちづくりの方向性」有識者ヒアリング (6/11)

◇Zoomで江東区のアフターコロナ―の水辺を面白がる会への参加依頼（6/12）　　

◇キノマチ会議リアル版「里山と都市をつなぐ川の流域圏から循環を学ぶ」＠埼玉県小川町へ参加

依頼（12/10）　◇「Green Tokyo 研究会」に参加

◇東京都環境局 「生物多様性地域戦略改定検討会」の委員就任

◇「グリーンインフラ官民連携プラットフォーム」 幹事就任（6/17）

◇練馬区緑化推進委員就任　◇公益財団法人日本花の会 理事（継続）

◇国土交通省「芝生地の造成・管理に関する懇談会」委員（継続）

◇多摩地域市町村観光地域づくり主管課長会まち歩き・農ウォークWG アドバイザー

みどりのプラットフォーム事業
Green Platform Project

■東京大学緑農住プロジェクト研究チームと共同主催で「緑農住まちづくり研究会」を開催しました。緑農住ま

ちづくりに関わる研究者、自治体、企業、NPO、農家等が一堂に介し、緑農住まちづくりの現状や課題、今後の

方向性について話し合い、プラットフォームを形成することができました。

■「Green Tokyo 研究会」に参加し、みどりの力で涼しく快適な外歩きを提案する WEB サービス「TOKYO 

OASIS」の開発に関わりました。その他、様々なみどり関係の団体の委員や幹事を務める機会をいただきました。

■東京のみどりに関する産官学民の取組みを、自治体ごとに取りまとめて Web サイト上で閲覧できるコンテンツ

「グリーンコネクションマップ」の作成を進めました。第一弾として、自治体ごとにみどりに関する基本情報と、

みどりの基本計画についてまとめたマップを公開しました。

緑農住まちづくりに関わる研究者、自治体、企業、NPO、農家等が一堂に介し、緑農住まちづくりの現状や課題、今後の方向性につ
いて話し合う研究会を開催しました。

「緑農住まちづくり研究会」の開催
2019年9月17日 (火 )、11月14日 (木 )、2020年2月20日 (木 )

【主催】東京大学緑農住プロジェクト研究チーム、NPO 法人 Green Connection TOKYO

研究会の開催

事例発表

東京 2020 大会をきっかけに、多くの人々が「東京のみどり」の価値と豊かさに気づくとともに、レガシーとして、みどりの保全

や活用への活動意欲が高まるプロジェクトを実施します。

その他、協議、視察、委員等

第 3期の活動予定

●崖線をテーマとしたフォーラムの開催
都内に残る貴重な自然環境である「崖線」をテーマとしたシンポジウムを、保全活用に関わる産官学民との連携で開催します。

●JBIB いきもの観察オンラインイベント　～都心の企業緑地を訪ねて～
企業緑地をオンラインでめぐりながら、企業緑地の概要、そこに棲むいきものを学ぶイベントを開催します。

「Urban Farmers Summit 2019」（4/27 ～ 30）参加・出展

SNS キャンペーン「#みどりのバトン」の実施開催

登壇 亜細亜大学「緑と公園のまちづくり」講義（11/12）

ワークショップの開催

緑の保全や創出による緑豊かなまちづくりについて、市民や事業者の方々とともに考え、緑
への理解を深めていくために開催されたフォーラムに、代表理事の佐藤が登壇しました。

シンポジウムへの登壇

『緑のまちづくりフォーラム みどりで名古屋の
魅力を高める －緑の基本計画改定に向けて－』
2019 年 10 月 14 日 ( 月 ) / 中区役所ホール

【主催】名古屋市

ワークショップの開催

投資家から関心を寄せられる「自然資本」の持続可能な活用と企業
が果たす役割に関して、生物多様性をテーマとした「2030 年に向けた社会変革と企業経
営」シンポジウムが開催され、分科会への登壇を行いました。

シンポジウムへの登壇

『企業が語るいきものがたり Part13 2030 年に向けた社会変革と企業経営』
2020 年 3月 4日 ( 水 ) ／オンライン開催

【主催】MS＆ADインシュアランス グループ ホールディングス

【後援】環境省、東京都、千代田区、経団連自然保護協議会

【特別協力】JBIB（一般社団法人 企業と生物多様性イニシアティ

ブ）、MS＆ADインターリスク総研

オンライン
のシンポジ
ウムに登壇

ワークショップの開催巻頭言の寄稿

『新都市  令和2年5月号』
代表理事の佐藤が、『新都市 令和 2年 5月号』（公益財団法人都市計画協会 機関誌）に「グ
リーンインフラが都市のレジリエンスを強化する～アフターコロナに向けての提言～」を
テーマとした巻頭言を寄稿しました。



2019年度決算報告書

貸借対照表

【資産の部】

流動資産

資産合計　                          772,095

現金     　                           19,486
普通預金               　         704,630

固定資産
什器  備品        　                 47,979

負債合計　                                    0

【負債の部】

正味財産合計　                   772,095

負債及び正味財産合計          772,095

前期繰越正味財産           　 3,607,000
当期正味財産増減額           △2,834,905

【正味財産の部】

事業費（人件費）
人件費計                              840,000

人件費計                              360,000

事業費（その他経費）

事業費計　                                 2,243,033

管理費計　                                 1,394,728

諸謝金　                              110,233
印刷製本費　                        661,610
会議費                                 530,329
通信運搬費　                          83,505
消耗品費　                             10,813
保険料　                                  1,800
諸会費　                                  1,000
研修費　                                  2,000
支払手数料                               1,743

管理費（人件費）

管理費（その他経費）
通信運搬費                           137,305
消耗品費　                           179,948
地代　家賃　                        600,000
賃借料　                                37,400
広告宣伝費　                          70,000
租税　公課　                            1,200
支払手数料　                            5,716
雑費　                                     3,159

【経常費用】

経常費用計　                   3,637,761

当期正味財産増減　       △2,834,905

（自 2019 年 9月 1日　至 2020 年 8月 31日）
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活動計算書

【経常収益】

経常収益計　                       802,856

受取会費
正会員受取会費　                  227,213
賛助会員受取会費              　   17,817

事業収益
事業収益　                           331,000

その他収益
受取利息　                                    12
雑収益　                              226,814

前期繰越正味財産　          3,607,000

次期繰越正味財産　             772,095

みどりのインキュベート事業
Green Incubate Project

みどりのまちづくりを推進するために、人材育成などの各種セミナーやGCTアドバイザーによるコンサルティングを行います。

第 3期の活動予定

●オンラインセミナー「With コロナ時代に選ばれる都市とは ー専門家と考えるみどりのまちづくりー」の実施
豊富な知識や経験を持つ専門家をゲストに迎えたオンラインセミナーを開催します。産官学民と連携する当団体ならではの切り口でテー
マを設定しました。セミナー後にはゲストと参加者が意見交換できる時間を設け、ネットワーキングも促進します。セミナーの動画は後
日WEBサイトで公開し、参加者以外にも広く視聴してもらいます。

●民有緑地の将来を考えるセミナーの開催
民有地のみどりを守り活かすため、地権者の抱える課題を共有するとともに、社会資産としての緑地の価値を伝え、緑地を保全・活用
する選択肢について再考する機会を提供します。

●農工大イノベーション研究会とのセミナーを共催
森林の多面的機能や現状を再認識し、未来に向けた森林の保全・活用について、研究者や実践者の話を伺いながら、幅広く考えるセ
ミナーをオンラインで開催します。

■理事会・総会にあわせて「GCT アドバイザー & 会員交流会」を開催しました。みどりに関わる専門家など 32

名が参加し、東京のみどりの視察や意見交換を行うことで、参加者のインキュベートにつながりました。

■当団体の活動の広がりにより多数の相談が寄せられるようになりました。それぞれの相談に対し、GCT のネッ

トワークを活用して主体や分野を超えたマッチングを行い、実績を作っています。

アドバイザー会議の開催

『GCTアドバイザー&会員交流会』
2019 年 10 月 10 日（木）13：30～ 16：30 ／シティラボ東京ほか

【主催】NPO法人 Green Connection TOKYO　

【後援】一般財団法人セブン -イレブン記念財団 /東京都

アドバイザー会議として、理事会・総会にあわせ、「GCTアドバイザー&会員交流会」を開催しました。
GCT アドバイザー、会員を中心に、みどりに関する専門家
32 名が参加し、情報交換と交流を行いました。交流会では、
丸の内・大手町のグリーンスペースをテーマに事例紹介と見
学ツアーを行いました。GCT アドバイザーの植田直樹さん
（㈱三菱地所設計）、ゲストの東京建物㈱の冨谷正明さん、関
口洋佑さんより、企業の取組みを詳しくお話しいただきました。
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その他、協議、視察、委員等

後援

◇ICU（国際基督教大学）「自然環境保全プロジェクト」にて、西武・武蔵野パートナーズ（都立野川

公園指定管理者）をマッチング (2/27) 
マッチング

相談・

ヒアリング

◇企業と生物多様性イニシアティブ（JBIB）と「いきもの Days」開催について

◇農工大同窓会イノベーション研究会より、森林についての講演会開催について

◇東大生態調和農学機構社会連携協議会 市民委員より東大農場の今後について

◇足立区の保存樹・樹林を守る会より、45周年記念事業企画について

◇企業・団体からの相談対応（企業緑地の利活用、新規開発案件、P-PFI、with コロナ時代のまち

づくりについて、など）

◇練馬区樹林地所有者向けセミナー「どうする？うちの木、うちの林　民有緑地の将来を考えるセ

ミナー」(11/11)

GCTアド
バイザーと
会員が交流



都市計画設計研究所、練馬まちづくりセンター等を経て現職。都市農地・屋敷林の活用・保全、防災協力農地、住民提案型
まちづくり、地区計画等、地域に根差したまちづくりの調査研究、活動支援を行っている。

小谷 俊哉（一般財団法人 都市農地活用支援センター 主任研究員、NPO 法人グリーンネックレス 代表理事）

1952年生まれ。東京農業大学大学院終了。1980年国際協力事業団専門家としてパラグアイ国立農業試験場に赴任。帰国後、
長崎オランダ村、循環型都市「ハウステンボス」の役員として企画、建設、運営まで携わる。現在、共存の森ネットワーク理
事長として日本各地で「なりわい塾」を主宰し、地域づくり、人づくりの活動を実践中。全国の高校生１００人が「森の名手・
名人」や「海・川の名人」をたずねて聞き書きし、発信する「聞き書き甲子園」の事業など、森林文化の教育、啓発を行っている。
明治の大実業家・渋澤栄一の曾孫にあたる。

澁澤 壽一（NPO法人共存の森ネットワーク）

専門はランドスケープ学。東京都に造園職として入庁後、都市計画、景観計画、公園・庭園の設計施工、管理など、政策形成
から管理運営まで緑のまちづくりに携わる。在職中に東京のグリーンベルト政策の研究で博士号を取得。今年 7 月より現職。
次は研究者の立場で、実務経験を活かし、緑のまちづくりを通じた社会的な課題の解決を目指している。

竹内 智子（千葉大学園芸学研究科准教授）

2003 年筑波大学大学院修了後、コンサルティング会社にてインフラの調査・設計やまちづくり、官民連携支援業務に従事。
2009 年から NPO 法人ソーシャルベンチャー・パートナーズ東京のパートナーとして、農業、障がい者支援、子育て支援等を
行う社会起業家に、行政連携のアドバイスを提供。

中島 満香（ソーシャルベンチャーパートナーズ東京パートナー）

東京都出身。サステナビリティ経営に関するリスクコンサルティングを行いながら、グリーンレジリエンス（自然資本を活用した
防災・減災と地方創生・地域創生）や企業緑地の管理・活用およびその評価に関する数多くのオープン・イノベーションに携
わっている。

1982 年建設省。公園緑地関係を専門として、本省勤務の他、国営公園などの整備管理に携わる。2000 年国際園芸・造園博
覧会ジャパンフローラ 2000、2005 年日本国際博覧会（愛知万博）、2012 年全国都市緑化フェア TOKYO GREEN 2012
のプロモート、会場整備等に従事。さいたま市技監、東京都建設局公園緑地部長、国土交通省公園緑地・景観課長などを歴任し、
2018年 7月国土交通省退職。

町田 誠（千葉大学・横浜市立大学非常勤講師、SOWING WORKS 代表、国土交通省 PPP サポーター）

東京都生まれ。大学在学中、アメリカの環境 NPOに所属したことをきっかけに、非営利セクターの取組に興味を持つ。足立区
NPO 活動支援センター NPO 支援専門員・地球環境パートナーシッププラザ統括をつとめた後、2017 年に一般社団法人コ・
クリエーションデザインを設立。個性的な取組を協働で作り出すためワークショップの企画・プロジェクト評価、畑付きの賃貸
アパートの企画などを行っている。著書『畑のついてるエコアパートをつくろう（自然食通信社）』

平田 裕之（一般社団法人コ・クリエーションデザイン 代表理事）

原口 真（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社 産学官公民金連携・特命共創プロデューサー、一般社団法人いき
もの共生事業推進協議会（ABINC）理事）

1954 年生まれ。東京大学工学部建築学科卒業　博士（工学）、一級建築士、不動産鑑定士。1997 年株式会社アークブレイ
ン設立。マンション建替え・建築再生等、各種建築プロジェクトのコンサルティング、コーディネイトを専門とする。著書 / 建
築企画のフロンティア、建築再生学（共著）、都市・建築・不動産企画開発マニュアル入門版 2018-19（共著）他多数。

田村 誠邦（明治大学 研究・知財戦略機構 特任教授）

専門はランドスケープ計画、都市計画。「里山」や「農」との多様なかかわりを都市部で生み出し、みどりの観点から都市を魅力的・
持続的にしていくための都市計画、まちづくりのあり方を研究している。研究室には各国から多様なバックグラウンドの学生が
集まり、日々、論文指導に奮闘中。

寺田 徹（東京大学 新領域創成科学研究科 自然環境学専攻 講師）

古民家付き農園 corot、ファーマーズマーケットころいち、イタリア料理ナチュール、世田谷 BOUGHなどを経営している。会
社のミッションは ”自然に寄り添う事業を通じて時代 の流れを作り、関わる全てにいい影響を与える ”こと。 また 2013 年より
地産地消の“ところ産食プロジェクト”を役員として立ち上げ、現在 農家 80軒と直接契約し、地産地消に取り組んでいる。

峯岸 祐高（株式会社 corot 代表取締役）

1979 年東京都日野市に生まれる。日本各地の里山から都市を行き来しながら、流域生態系の機能に学ぶ住環境の設計施工に
取り組んでいる。

和久 倫也（WAKUWORKS 代表、やぼろじ 代表、(一社 ) スマート 理事）

地域とのつながりを大切にした仕事を行いたいという思いから、スタートした編集プロダクション。小金井市を中心に活動する
編集者ユニットとして、地域雑誌「き・まま」の発行を中心に活動している。

リュエル・スタジオ（有限責任事業組合）
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東京学芸大学教育学部卒業。女性初の森林インストラクターとなる。1998 年より樹木医として活躍。2000 年、NPO法人 樹
木生態研究会を設立。著書に「図解樹木の診断と手当」2002年農文協（共著）、「街の木のキモチ」2011年山と渓谷社、「街
の木ウォッチング」2016 年学芸大出版会（全国学校図書館協議会　第 50 回夏休みの本「緑陰図書」選）、「散歩が楽しくな
る樹の手帳」2017東京書籍、「子どもと木であそぶ」2018東京書籍など。

岩谷 美苗（NPO法人 樹木生態研究会 副代表理事、樹木医、森林インストラクター）

大学卒業後、都市再開発を中心としたランドスケープや街路の設計、環境アセスメントに取り組む。近年は海外プロジェクトに
も関わるほか、国内の民有地緑化に関する制度を研究中。

植田 直樹（株式会社三菱地所設計ランドスケープ 設計室長）

1974 年生まれ。神奈川県横須賀市出身。TV ディレクターとして環境問題番組「素敵な宇宙船地球号」などを制作。30 歳で
農業生産法人に転職。生産、流通、貸農園の運営などに携わったのち　2014 年（株）農天気設立。東京国立市のコミュニテ
ィ農園「くにたち はたけんぼ」「子育て古民家つちのこや」「ゲストハウスここたまや」などを拠点に忍者体験・畑婚活・外国
人向け食農観光など幅広い農サービスを提供。2020 年には認定こども園「国立富士見台団地　風の子」設立。NHK「菜園
ライフ」監修・実演。著書に「都市農業必携ガイド」（農文協）「新・いまこそ農業」「東京農業クリエイターズ」（イカロス出版）

小野 淳（株式会社農天気 代表取締役、NPO法人くにたち農園の会 理事長）

1978 年、福島県郡山市生まれ。技術士。専門は哺乳類・爬虫類・両生類・水生生物の調査および自然環境保全。環境
NGO、環境コンサルティング会社勤務を経て NPO birth の職員となる。現在は公園や緑地にて絶滅危惧種の保護増殖、外来
生物の防除、保全計画の策定などを行う傍ら、テレビやラジオに出演して環境保全の普及啓発を行っている。NHK「ダーウィン
が来た！東京アナグマのキャンパスライフ」、日本テレビ「鉄腕 DASH」、TBS ラジオ「たまむすび」などに出演歴があるほか、
テレビ東京の「池の水ぜんぶ抜く大作戦！」にレギュラー出演中。

久保田 潤一（特定非営利活動法人NPO birth 自然環境マネジメント部 部長）

環境共生型の住まいと街を創造し普及させるコンサルティング会社として株式会社チームネットを設立。樹齢 100 年を超す巨
木を天然の空調装置として位置づけた、環境共生型コーボラティブ住宅「経堂の杜」「欅ハウス」など、緑を活かしたプロジェ
クトのプロデュースを数多く実践している。

甲斐 徹郎（株式会社チームネット 代表取締役）

千葉県生まれの転勤族。1998 年大学生協の呼びかけで設立された、都市と農山漁村を結ぶ JUON NETWORK に事務局ス
タッフとして参画。99 年 3 月より事務局長。その他、NPO 法人森づくりフォーラム常務理事、認定 NPO 法人日本ボランティ
アコーディネーター協会運営委員長等様々な市民活動に携わっている。著書に『割り箸が地域と地球を救う』（創森社・共著）等。

鹿住 貴之（認定特定非営利活動法人 JUON（樹恩）NETWORK 理事・事務局長）

都市のみどりを、産官学民、さまざまな主体とのパートナーシップで保全・活用し、サスティナブルなまちづくりを推進する
NPO 法人。公園や民有緑地における自然体験教育、自然再生・保全計画策定、地　域連携によるイベント・講座企画運営、
コミュニティガーデン事業等を得意とする。公園の指定管理者（都立 17 公園、市立 54 公園）として地域活性化につなげるパ
ークマネジメントを実践し、高い評価を得ている。テレビ東京「池の水を全部抜く大作戦！」にレギュラー出演中。

NPO birth（特定非営利活動法人）

パレスチナ民衆蜂起、湾岸戦争などの国際紛争の取材を経て、死と向きあう人びと、自然や動物との絆がもたらす癒しなどの
テーマに取り組む。エイズとともに生きた女性の記録で「準太陽賞」を受賞。『さよなら エルマおばあさん』（小学館）で講談
社出版文化賞絵本賞、小学館児童出版文化賞受賞。『平和の種をまく ボスニアの少女エミナ』、『野菜がかれらを育てた―生き
るヒントをくれるオーガニック・ガーデン』（岩波書店）、『〈刑務所〉で盲導犬を育てる』（岩波ジュニア新書）など著書、各種
受賞多数。島根あさひ社会復帰促進センターの盲導犬パピー育成プログラムおよびホースプログラムアドバイザー。

大塚 敦子（フォトジャーナリスト、ノンフィクション／写真絵本作家）

都市のみどりを魅力的にすることを通して日々の暮らしの中で、身近な自然とふれあい小さな生命と共に生きる喜びを届けたい
…そんな想いでさまざまな活動をしています。

Green Works（特定非営利活動法人）

東京都出身。武蔵野の面影を残した東京郊外で育つ。都市の緑地計画が専門。都市の水循環やローカルフードシステムについ
て研究するかたわら、国内外において実践的なまちづくり活動も推進中。

飯田 晶子（東京大学大学院 特任講師）

GCT アドバイザーのご紹介
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（五十音順）

GCTアドバイザーは、みどりを媒体としたまちづくりや、緑地の活用方法など、みどりに関わる知識や経験を持つ専門家です
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